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平成28年度平成28年度十和田市文化に関する表彰十和田市文化に関する表彰
　『文化功労賞』は、永年にわたり文化の向上発展に貢献し、その功労が特に顕著である方、『文化奨励
賞』は、優れた文化の創造および普及活動を続け市民の文化向上に寄与した方に贈られます。

✿文化功労賞

✿文化奨励賞

白
しらやま

山　廣
ひ ろ み

美さん

（64歳・法量字尻貝下）

　昭和61年に民生委員児童委員に就任以来、平成７

年に十和田湖町民生委員児童委員協議会会長、合併

後の平成19年には、十和田市民生委員児童委員協議

会会長を務め、住民の立場に立って相談に応じ、必

要な助言や援助を行うなど献身的に尽力されました。

また、地域の子どもたちが元気に安心して暮らせる

よう、市、社会福祉協議会と連携した支援を行うな

ど福祉向上に寄与されました。

　平成10年に上北郡民生委員児童委員協議会会長に

就任、平成11年には、青森県民生委員児童委員協議

会副会長を務めるなど、当地域のみならず県域にお

ける社会福祉の向上に大きく貢献されました。

　昭和53年に消防団に入団以来、平成21年から平

成27年まで副分団長、現在は分団長の職に就くなど

地域防災活動に尽力されました。

【主な受賞歴：平成13年青森県社会福祉協議会知事

表彰、平成23年全国民生委員児童委員連合会長表彰、

平成28年消防庁長官永年勤続功労章ほか】

社会福祉の振興発展に貢献

中
なかさわ

沢　豊
と よ み

美さん

（70歳・三本木字西金崎）

　昭和42年に消防団に入団以来、分団長、副団長な

どを歴任し、平成19年から平成27年まで消防団長

として、社会状況に即応した消防力の強化、消防団

設備の整備に積極的に取り組んだほか、消防団員の

指導育成、消防技術の向上に努め、第22回、第23

回の全国消防操法大会出場に導くなど、本市の消防

団活動の発展に大きく貢献されました。

　また、火災予防の重要性を市民に説き、「自らの

地域の火災予防は自らの手で」という思想の普及に

努められました。

　平成16年に青森県消防協会評議員に就任以来、副

会長などの職に就き、平成26年から平成28年まで

会長として、当地域のみならず青森県民の防火思想

の普及にも努め、地域住民が安全、安心を実感でき

るまちづくりに大きく尽力されました。

【主な受賞歴：平成17年消防庁長官永年勤続功労章、

平成18年日本消防協会長功績章、平成26年青森県

知事功労章、青森県消防協会長有功章ほか】

消防団の発展に貢献

神
じん

　玲
れ い こ

子さん

　「フォト五
さ つ き

月会
かい

」で長年
事務局長と会計を兼任､近
年は会長代行も兼ねて市内
各所での写真展などの企画、
運営を担い写真文化の普及
に尽力している。自身も多
くの作品が入賞しており、
写真文化の向上、発展に貢
献した功績は大きい。
（活動歴20年）

山
やまざき

崎　勇
いさむ

さん
（69歳・立崎字立崎）

　長きにわたり､駒踊りの
自己の技能向上と後継者の
育成に尽力しており､南部
駒踊立崎保存会の役員（会
計・副会長・会長）として
も組織の維持発展に大きく
寄与した。
（活動歴46年）

　長年中断していた六日町
鶏
けいまい

舞の復活のため奔走し､
復活後も現役として活躍し
ながら後輩の育成にも力を
注ぐなど、活動の中心的な
存在となり､地域の伝統文
化の継承に大きく貢献した。
（活動歴42年）

　昭和28年より晴山獅子舞
保存会の後継者として入会。
「権

ごんげんまい

現舞」「三
さんば そ う

番叟」を主
にあらゆる演目の笛、太鼓、
鐘、ほら貝など全てにわ
たって技能を磨き、習得。
また、後継者への演技指導
に努めるなど地域の伝統文
化の継承に大きく尽力した。
（活動歴63年）

　佐
さ さ き

々木　喜
き よ じ

代治さん
（70歳・深持字南平）

✿文化功労賞 ✿文化功労賞

✿文化功労賞

✿文化功労賞

✿文化奨励賞

大
おおふかない

深内地
ち く

区少
しょうねん

年駒
こまおど

踊り後
こうえんかい

援会
（洞内字千刈田）

　昭和45年に地元の民俗芸能｢駒踊｣を学校
教育の一環ととらえ、生徒を支える組織と
して教職員・地域住民が一体となり後援会
が発足。大深内地区にある「洞内南部駒踊
保存会」と「南部駒踊立崎保存会」の後継
者育成に多大な功績を残した。
（活動歴46年）

　十和田市文化財保護協会
の役員として、会運営の企
画、研修、研究発表に尽力
し、協会内のみならず広く
一般市民の文化財に係わる
意識の向上に寄与し、今後
の更なる活躍が期待される。
（活動歴11年）

　昭和53年に南部切田神楽
会の後継者となる。切田神
楽の根幹をなす権現舞をは
じめ、祈

き と う

祷舞
まい

､女
おんなまい

舞、狂言
など30余番ある演目の技量
を習得し、舞手の中心とし
て活躍するとともに、後輩
たちの指導も熱心であり、
今後の更なる活躍が期待さ
れる。
（活動歴38年）

　新
あらやしき

屋敷　すみ子
こ

さん
（67歳・沢田字中道）

　氣
け た

田　和
かずゆき

幸さん
（57歳・三本木字稲吉）

公
共
の
福
利
増
進
に
功
労
が
あ
っ
た
方
や
、
広
く

市
民
の
模
範
と
な
る
方
を
た
た
え
る
も
の
で
す
。

平
成
28
年
度

十
和
田
市
褒
賞

苫
と ま べ ち

米地　隆
たかあき

昭さん
（72歳・相坂字高見）


